
表1　製作したプレシジョンDUCシグナル・ジ
ェネレータの性能
これまで評価に使ってきた信号発生器VP−8121A
と，自作した信号発生器の性能比較．VP−8121A
の値は，仕様書に示されているもの

項　目 SN 比 ひず
み率

LR
分離度

周波数
特性

測定条件

● 復調帯域幅：
50 Hz ～ 15 kHz
● ディエンフ
ァシス：50μs
● 変調周波数：
1 kHz
● 周波数偏移：
75 kHz

● 変調周
波数：
1 kHz
● 周波数
偏移：
67.5 kHz

● 変調周
波数：
20 Hz ～
15 kHz

（ 1 kHz
基準にて）

ス
ペ
ッ
ク

VP−
8121A

90 dB
以上

0.01 %
以下

60 dB
以上

±1 dB 以
下（モノラ
ル以外）

本器 102 dB 0.0005 %
80 dB

（10 Hz ～
16 kHz）

±0.05 dB
（10 Hz ～
16 kHz）

USB接続
（パソコンへ）

FPGA
（10CL025YU256I7G）

電源入力（5V）

SAW発振器
（1GHz）

出力信号
コネクタ

LPF＋バッファ・
アンプ＋
アッテネータ

基板裏面に
直交変調IC
AD9957が
実装されている

基板1

基板2

クロック入力
コネクタ

光S/PDIF出力
（パソコンへ）

光S/PDIF入力
（FMレシーバから）

写真1　製作したプレシジョンDUCシグナル・ジェネレータ
右上の小さな基板には，LPF，バッファ・アンプ，アッテネータが搭載されている．USB−
シルアル変換を使ってパソコンから操作する
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グナル・ジェネレータ（写真1）の実力を示します．
　本器は，VP−8121Aの性能を上回ることを目指し
て作りました．測定器ですからFMDDC−3より高い
性能をもつことが望ましいのですが．FMDDC−3と
本器の性能は優劣つけがたく，どちらが上なのかは，
評価項目ごとに詳細な検討が必要です．
● 応用
　本シグナル・ジェネレータはFMDDC−3以外のFM
レシーバの性能評価にも使うことができます．
　復調出力の信号を計測する機能では，S/PDIFなど
のDAI（Digital Audio Interface）からのディジタル信
号を入力とするので，アナログ出力だけを備えたFM
レシーバを評価する場合は，外部にオーディオ用A−
Dコンバータを用意するか，ノイズ・レベルと信号レ
ベルの測定のために，別途，測定器が必要です．
　FM変調波を生成する部分はFPGAに実装してあり，

　FMDDC−3がもつパフォーマンスは，より高性能
な測定器で評価しなければなりませんが，FMDDC
−3の実力は，メーカ製信号発生器 VP−8121A（パナ
ソニック）を上回っています．ほかに候補となるメー
カ製の測定器も見当たりません．
　そこで，VP−8121Aの性能を超えるFMレシーバ専
用のSDR（Software Defined Radio）測定器「プレシジ
ョンDUCシグナル・ジェネレータ」を作りました．2
枚の基板で構成されており，AM−FM方式のFMステ
レオ変調波の発生とFMレシーバの復調出力の評価を
パソコンからプログラムで自動で行えます．�〈編集部〉

本器の性能と機能

● 性能
　表1に，製作したDUC（Digital Up−Converter）シ
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● 本連載のSDRキット「FMDDC−3」の問い合わせ先 thayashi@ta2.so−net.ne.jp
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